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党総合農林政策調査会（会長・宮下一郎衆院議員）、農林部会（部会長・野中
厚衆院議員）、林政対策委員会（委員長・田野瀬太道衆院議員）は6月8日、「稼げ
る林業」を再生させ、100年続く「森の国・木の街」の礎を構築するよう求める
提言を高市早苗総理と鈴木憲和農林水産大臣に申し入れました。提言では今後5
年間で建築用材の国産材率を5割から7割に引き上げ、林業・木材産業による日本
列島への経済波及効果を年3兆円へと向上させる目標を掲げました。
具体策として「成長投資」と「危機管理投資」の両輪で森林資源による強く豊
かな日本列島の実現に向けた施策を提言。成長分野では先端技術を用いたスマー
ト林業の実装等で地方に雇用を創出し、若者の回帰による少子化対策につなげる
よう主張しました。危機管理分野では、増加するクマ等の鳥獣被害の軽減や災害
防止のため、適切な森林管理等による山の機能回復を図るよう求めました。森林
空間を観光等に生かす「森業」を通じた地域活性化も盛り込みました。
また燃料やチェーンソーオイル、接着剤等の不足資材の確保や、石油代替とな
る木質系新素材の開発推進も明記した。

（出典：自民党HP）

自民党林政対策委員会
(田野瀬太道委員長)の国
会議員が『新たな森林・
林業基本計画の実現に
向けた必要な対策に関
する提言』を高市総理大
臣及び鈴木農林水産大
臣に手渡しました
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内閣府が『経済財政運営
と改革の基本方針

2026』いわゆる骨太方
針の原案を6月30日に
公表しました[出典：内

閣府HP]

6

国会・業界
行事日程（6月）

7
~
9

●  2026年  7月号  ●
発行日：  2026年  7月 10日

自民党林政対策委員会 ( 田野瀬太道委員長 )
の国会議員が『新たな森林・林業基本計画
の実現に向けた必要な対策に関する提言』
を高市総理大臣及び鈴木農林水産大臣に手
渡しました
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令和8年度の方針は原案の段階ですが令和7年度の方針と比較してみました。

なお、農業分野に関する記述の中には、2025年版、2026年版共に『別枠で必要・十分な予算を確保』
との文言が明記されています。

『経済財政運営と改革の基本方針2026（原案）』[該当箇所抜粋]
（農林水産業の構造転換による持続可能な成長及び食料安全保障） 
「森林・林業基本計画」の下、森の国・木の街を目指し、森林集約、スマート林業、多様な経
営体育成、サプライチェーン強靱化や国産材転換・木材利用拡大を集中的に進める。 

（２）東日本大震災・能登半島地震への対応
帰還困難区域内の森林整備の再開(中略)を進め

『経済財政運営と改革の基本方針2025について』[該当箇所抜粋]
（３）農林水産業の構造転換による成長産業化及び食料安全保障の確保
森林の集約化、デジタル技術を活用した境界明確化、循環利用を担う多様な人材・経営体育成、
林道等基盤整備や再造林、スマート林業、ＣＬＴやＪＡＳ構造材による国産材転換・木材利
用拡大を進める。 

（防災・減災・国土強靱化の推進） 
森林整備・治山対策等を推進する。

内閣府が『経済財政運営と改革の基本方針 2026』
いわゆる骨太方針の原案を 6 月 30 日に公表しました

[ 出典：内閣府 HP]



協会報　日本林業　２０２６年７月号Page 7

《国会関連》
１日（月）	参・決算委

令和６年度決算外２件省庁別審査⑤
（裁判所、法務省、厚生労働省）

２日（火）	衆・農水委
食糧法案　質疑

３日（水）	衆・本会議
財政演説
国務大臣の演説に対する代表質問

	 衆・決算委
令和８年度補正予算　提説

	 衆・決行委
令和６年度予備費２件　質疑

	 参・本会議
財政演説
国務大臣の演説に対する代表質問

４日（木）	衆・予算委
令和８年度補正予算　基本的質疑

５日（金）	参・予算委
令和８年度補正予算　総括質疑

８日（月）	参・決算委
令和６年度決算外２件省庁別審査⑥
（財務省、経済産業省、金融庁、株式
会社日本政策金融公庫、株式会社国
際協力銀行）

９日（火）	衆・農水委
一般質疑

10日（水）	参・本会議
オーストラリア連邦議会上院議長一
行の傍聴紹介
社会福祉法案　趣説・質疑

11日（木）	衆・農水委
重要品種法案、種苗法案　参考人質
疑

12日（金）	参・本会議
国会同意人事
デジタル行政推進法案、個人情報保
護法案（地こデジ特委）　趣説・質疑

令和  ８年  ６月　国会の動き 令和  ８年  ６月　業界の動き

【５月】
18日（月）	日本林業経営者協会

通常総会を開催
20日（水）	木構造振興㈱・日本住宅・木材技術

センター
「CLT建築実証事業（2025年度林野庁
補正予算）」対象物件９件を採択

21日（木）	日本集成材工業協同組合
通常総会を開催

	 全国燃料協会
通常総会を開催

22日（金）	全国山林種苗協同組合連合会
通常総会を開催。新会長に井内優氏
を選出。

	 日本特用林産振興会
通常総会を開催

	 東建コーポレーション㈱・協和木材
㈱・㈱ダイリ
農林水産省との間で「建築物木材利
用推進協定」を締結。賃貸住宅分野
で初

26日（火）	全国木材組合連合会
2026年度の花粉症対策の一環として、
住宅分野においてスギJAS構造材等
の利用を進める事業者等を支援

	 全国天然木化粧合板単板工業協同組
合連合会
通常総会を開催

	 ノースジャパン素材流通協同組合
通常総会を開催、2025年の素材取扱
量は過去最大の約60万ｍ3を達成

27日（水）	林政審議会
施策部会に「国有林小委員会」を設
置

	 大日本山林会
定例総会を開催

	 東信木材センター協同組合連合会
通常総会を開催、売上金額は27億5
千万円達成
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令和  ８年  ６月　業界の動き

	 栃木県茂木町・とちぎ百年の森をつ
くる会
「自然資本づくり連携協定」を締結し、
町域の役６割を占める森林を対象に
「茂木町自然資本ビジョン」を策定し、
放置林を再生して地域経済を活性化
する仕組みづくりを目指す

28日（金）	日本森林技術協会
「林業DX・デジタル林業実践よろず
相談窓口」を開設

29日（木）	政府
「多様な木質材料の活用促進に関する
関係省庁連絡会議」を設置。第１回
目の会合を開催

【６月】
１日（月）	全日本木材市場連盟

定期総会を開催し、新会長に伊藤正
雄氏を選出

２日（火）	政府
2025年度の「森林・林業白書」を閣
議決定、公表

５日（金）	政府
今後の林政の展開方向や目標数値を
盛り込んだ新しい「森林・林業基本
計画」を閣議決定。初めての副題～
百年つづく『森の国・木の街』～

	 林業機械化協会
定時総会を開催

８日（月）	自民党林政対策委員会（委員長田野
瀬太道）
「新たな森林・林業基本計画の実現に
向けた必要な対策に関する提言」を
鈴木農相に提出

	 大阪府
新たに「木材情報センター」を大阪
府木材連合会内に設置

８日（月）～ 12日（金）	 国産材を活用した
応急仮設住宅を推進する会
衆議院分館東側駐車場で、オフサイ
ト建築方式による応急仮設住宅の展
示会を開催

令和  ８年  ６月　国会の動き

15日（月）	参・決算委
令和６年度予備費２件　概要説明（財
務大臣）
令和６年度予備費２件、令和６年度
決算外２件　准総括質疑

16日（火）	衆・農水委
重要品種法案、種苗法案　質疑

17日（水）	参・本会議
食糧法案　趣説・質疑

18日（木）	参・農水委
食糧法案　提説・質疑（付託前提）

19日（金）	参・本会議
刑事訴訟法案（法務委）　趣説・質疑

22日（月）	衆・予算委
国政調査承認要求に関する件
集中審議（内外の諸課題）

	 参・予算委
集中審議（内外の諸課題）

23日（火）	参・農水委
食糧法案　参考人質疑

24日（水）	参・本会議
防衛省設置法案（外防委）　趣説・質
疑

26日（金）	参・災対復興特委
防災庁設置法案、防災庁整備法案　
質疑
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令和  ８年  ６月　業界の動き

10日（水）	 JAPIC森林再生事業化委員会（委員
長酒井秀夫・東京大学名誉教授）
来年度(2027年度）予算編成を念頭に
置いた「政策提言2026」を小坂林野
庁長官に提出

	 高知県立林業大学校
チェーンソー研修を支援する新たな
機材として「伐倒アシストレーザー
マッピング」(仮称）を導入

13日（土）	日本木材青壮年団体連合会
全国大会を開催。田口房國新会長が
所信表明

27日（土）	北海道立北の森づくり専門学校
オープンキャンパスを開催


